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大
門
芸
の
亡
命
年
時
に
つ
い
て
|
|
唐
激
紛
争
に
至
る
溺
海
の
情
勢
|
|
は
じ
め
に
関
元
二
O
(
七
三
二
)
年
の
激
海
の
登
州
襲
撃
に
端
を
発
し
、
閥
元
二
三
(
七
三
五
)
年
頃
に
収
拾
し
た
唐
湖
紛
争
は
、
新
羅
の
唐
側
参
戦
と
い
う
事
実
や
、
先
学
に
よ
る
突
厭
・
契
丹
・
実
の
動
向
と
の
密
接
な
関
連
性
、
勘
海
の
対
日
通
交
開
始
と
の
関
係
等
向
指
摘
が
あ
る
な
ど
、
単
に
激
海
史
・
唐
湖
関
係
史
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
・
北
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
注
目
す
べ
き
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
逆
に
注
目
す
べ
き
事
件
な
る
が
故
に
、
問
題
関
心
が
国
際
関
係
、
と
り
わ
け
日
本
と
の
関
係
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
こ
の
紛
争
自
体
の
検
討
は
未
だ
不
十
分
で
、
不
分
明
な
点
・
再
検
討
を
要
す
る
点
が
多
々
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
zv
。特
に
、
紛
争
の
誘
因
で
あ
る
湖
海
町
内
紛
・
王
弟
大
門
芸
的
唐
へ
の
亡
命
の
年
時
に
は
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
従
来
そ
の
年
古
畑
徹
時
は
開
元
十
四
(
七
二
六
)
年
と
見
倣
さ
れ
て
、
こ
の
紛
争
に
触
れ
る
、
国
際
関
係
を
初
め
と
す
る
激
海
史
・
束
ア
ジ
ア
史
の
諸
論
考
は
、
全
て
こ
の
事
実
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
門
芸
亡
命
後
の
湖
梅
玉
大
武
芸
の
対
唐
強
硬
姿
勢
、
と
り
わ
け
暗
殺
未
遂
事
件
ま
で
起
す
弟
門
芸
に
対
す
る
姿
勢
を
考
え
る
と
、
亡
命
事
件
か
ら
紛
争
ま
で
の
六
年
と
い
う
年
月
や
そ
の
問
の
唐
と
の
頻
繁
な
通
交
1
|
私
見
に
よ
れ
ば
激
海
の
対
唐
遺
使
は
少
く
と
も
十
四
回
に
登
る
1
iー
と
い
う
点
で
亡
命
年
時
開
元
十
四
年
説
は
釈
然
と
し
な
い
も
の
を
残
し
て
い
る
。
た
だ
し
通
交
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
喜
一
氏
に
よ
っ
て
、
通
交
l
朝
貢
と
見
倣
し
た
上
で
、
政
治
的
問
題
と
は
全
く
別
問
題
と
見
る
べ
き
で
、
「
こ
れ
な
ど
は
朝
貢
が
多
分
に
経
済
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
語
る
も
が
い
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
政
治
と
経
済
を
完
全
に
分
離
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
自
体
に
疑
問
が
残
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
聞
の
通
交
に
は
朝
貢
以
外
に
宿
衛
と
し
て
の
来
唐
な
ど
も
多
く
見
ら
れ
、
鳥
山
氏
の
解
釈
は
誤
解
を
含
み
、
十
分
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
激
海
の
内
紛
に
は
王
位
継
承
問
題
が
絡
ん
で
い
た
と
の
指
摘
が
あ
り
、
武
芸
・
門
芸
兄
弟
の
争
い
と
す
る
見
解
と
、
武
芸
の
次
期
後
継
者
を
巡
っ
て
の
争
い
と
す
る
見
解
と
が
存
在
す
る
。
こ
の
指
摘
は
そ
の
後
の
門
芸
暗
殺
未
遂
事
件
を
理
解
す
る
上
で
十
分
な
説
得
力
を
持
つ
が
、
亡
命
年
時
開
元
十
四
年
説
を
採
る
限
り
、
事
実
経
過
の
面
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
大
き
な
問
題
を
残
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
従
来
定
説
化
さ
れ
、
諸
説
的
基
本
認
識
と
な
っ
て
い
る
大
門
芸
亡
命
年
時
開
元
十
四
年
説
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
そ
の
再
検
討
を
け
試
み
、
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
い
て
唐
激
紛
争
に
至
る
溺
海
の
情
勢
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。
大門芸の亡命平時について(古
全貌一
文を九 大
引知九門
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すの・亡
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(
開
元
)
十
四
年
、
黒
水
戦
鴇
池
場
世
来
朝
、
詔
以
其
地
篤
里
山
水
州
、
何
置
長
史
、
遺
使
鋲
押
。
武
響
調
其
周
回
，
黒
水
途
経
我
境
、
始
奥
唐
家
相
遁
。
普
請
突
阪
吐
屯
、
皆
先
告
我
同
去
。
今
不
計
舎
、
朗
読
渓
官
、
必
是
興
唐
家
通
謀
、
腹
背
攻
我
也
。
遺
母
弟
大
門
馨
及
其
男
任
町
相
官
兵
、
以
撃
旦
水
。
門
義
曾
充
質
子
至
京
師
、
開
元
初
還
圏
、
至
是
謂
武
畿
日
，
里
水
請
唐
家
官
吏
、
卸
欲
撃
之
、
是
背
唐
也
。
唐
国
人
衆
兵
強
、
高
倍
於
我
、
一
朝
結
怨
、
但
自
取
減
t
。
品
目
高
閲
全
盛
之
時
、
強
兵
三
十
除
寓
、
抗
敵
唐
家
、
不
事
寅
伏
、
唐
兵
一
臨
、
掃
地
倶
輩
。
今
日
湖
海
之
衆
、
数
倍
少
於
高
閥
、
乃
欲
謹
背
唐
家
、
事
必
不
可
。
武
事
不
従
。
門
義
兵
至
境
、
又
上
書
固
諌
。
武
事
怒
、
遺
従
兄
大
堂
夏
代
門
纂
統
兵
、
徴
門
事
、
欲
殺
之
。
門
事
逸
楽
其
衆
、
間
道
央
-
奔
、
詔
授
左
駿
衛
将
軍
。
武
義
尋
遺
使
朝
貢
、
品
川
上
表
極
言
門
襲
罪
状
、
請
殺
之
。
上
密
遺
門
婆
往
安
西
，
旬
報
武
義
云
，
門
義
遠
来
蹄
投
、
義
不
可
殺
。
今
流
向
嶺
南
、
巳
遺
去
詑
。
乃
留
其
使
馬
文
軌
・
葱
勿
雅
、
別
遁
使
報
之
。
俄
有
洩
其
事
者
、
武
義
又
上
書
云
，
大
図
示
人
以
信
、
宣
有
欺
競
之
理
。
今
開
門
義
不
向
嶺
南
、
伏
請
依
前
殺
却
。
由
是
鴻
贋
少
卿
李
道
遼
・
源
復
以
不
能
督
察
官
属
、
致
有
漏
洩
、
左
遷
道
遼
篤
曹
州
刺
史
、
復
潟
海
州
刺
史
、
法
門
察
瞥
向
嶺
南
以
報
ウ
~
。
二
十
年
、
武
欝
造
其
持
張
文
休
率
海
賊
攻
登
州
刺
史
意
俊
。
詔
遣
門
事
往
幽
州
徴
兵
以
討
之
、
侃
令
太
僕
員
外
卿
金
恩
蘭
往
新
羅
殺
兵
、
以
攻
其
南
境
。
属
山
阻
寒
凍
、
雪
深
丈
館
、
兵
士
死
者
過
半
、
寛
無
功
而
還
。
武
義
懐
怨
不
己
、
密
遣
使
至
東
都
、
仮
刺
客
刺
門
義
於
天
津
橋
南
、
門
輩
格
之
、
不
死
。
詔
河
南
府
捕
猫
其
賊
、
蓋
殺
之
。
こ
れ
を
読
む
限
り
、
「
十
四
年
」
は
旦
'
水
株
輔
の
遺
使
も
し
く
は
黒
水
州
設
置
ま
で
し
か
係
ら
な
い
よ
う
に
も
読
め
、
亡
命
年
時
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。
し
か
し
黒
水
州
設
置
は
閲
元
十
四
。
年
で
は
な
い
と
の
説
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
読
み
方
を
主
張
す
る
n
4
 
た
め
に
は
黒
水
州
設
置
年
時
を
ま
ず
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
黒
水
州
設
置
年
時
に
つ
い
て
は
、
開
元
十
年
、
十
三
年
、
十
四
年
の
三
説
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
最
も
問
題
で
あ
り
、
且
つ
有
力
祝
さ
れ
て
い
る
の
が
十
年
説
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
検
討
す
る
中
で
、
他
の
二
説
を
も
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
開
元
十
年
説
は
鳥
山
喜
一
氏
に
始
ま
ぷ
「
鳥
山
氏
は
、
『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
・
黒
水
株
鞠
伝
に
関
元
十
年
、
其
曾
侃
風
利
稽
来
朝
、
玄
宗
即
奔
勃
利
州
刺
史
。
於
是
安
東
都
議
蒔
泰
詩
置
旦
水
府
、
以
部
長
潟
都
骨
・
刺
史
、
朝
廷
潟
置
長
史
監
之
。
と
あ
る
開
元
十
年
の
来
朝
を
、
『
旧
唐
書
』
激
海
株
鴇
伝
的
黒
水
駄
掲
の
追
使
と
対
応
す
る
も
の
と
見
倣
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
黒
水
州
が
設
置
さ
れ
た
と
推
断
す
る
。
そ
し
て
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
下
・
株
鴇
伝
に
、
開
元
十
三
年
、
安
京
都
議
静
泰
請
於
黒
水
株
絹
内
置
旦
水
軍
。
繍
更
以
最
大
部
落
馬
里
水
府
、
旬
以
其
首
領
属
都
督
、
諸
部
刺
史
隷
嵐
清
。
中
園
置
長
史
、
就
其
部
務
監
領
一
U
F
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
黒
水
州
が
十
三
年
に
府
に
上
せ
ら
れ
た
と
解
す
る
。
友
寄
隆
史
・
鈴
木
靖
民
両
氏
は
こ
の
説
に
賛
同
し
て
い
U
V
し
か
し
こ
の
説
に
は
い
く
つ
か
の
誤
解
が
存
在
す
る
。
ま
ず
関
元
十
年
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
司
新
唐
書
』
黒
水
株
鴇
伝
を
素
直
に
解
す
る
限
り
、
勃
利
州
で
あ
っ
て
黒
水
州
で
は
な
い
。
ま
た
九
七
五
・
外
臣
部
・
褒
異
二
、
開
元
十
年
条
に
は
、
閏
五
月
発
巳
、
黒
水
信
長
親
風
利
稽
来
朝
、
授
勃
州
刺
史
、
放
運
蕃
。
勃
、
蕃
中
州
也
。
と
い
う
対
応
記
事
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
勃
州
と
あ
っ
て
岡
市
水
州
で
は
な
い
。
務
刷
出
州
は
二
字
名
を
通
例
と
す
る
の
で
勃
利
州
が
正
式
名
称
と
恩
わ
れ
る
が
、
と
も
か
く
開
元
十
年
設
置
は
黒
水
州
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
黒
水
株
縞
入
唐
も
、
『
旧
唐
書
』
激
海
株
鴇
伝
の
記
事
と
『
新
唐
書
』
黒
水
練
鞠
伝
の
記
事
と
が
対
応
す
る
と
断
言
す
る
だ
け
の
根
拠
は
存
在
し
丸
山
「
つ
い
で
『
旧
唐
書
』
株
縞
伝
の
開
元
十
三
年
の
記
事
だ
が
、
既
に
開
元
十
四
年
説
を
採
る
日
野
関
三
郎
氏
が
解
釈
す
る
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
蒔
泰
の
奏
請
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
施
ま
で
意
味
す
る
と
は
言
い
A
M》
難
い
。
ま
た
筆
者
に
は
、
蒔
泰
の
奏
請
は
黒
水
軍
設
置
ま
で
で
、
黒
水
府
設
置
は
そ
れ
以
降
の
別
記
事
と
い
う
読
み
方
も
可
能
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
が
、
『
新
鷹
番
』
巻
四
三
下
・
地
理
士
山
七
下
・
鶏
庶
州
・
河
北
道
・
妹
鞠
州
向
条
に
あ
る
「
黒
水
州
都
督
府
開
一
百
十
四
年
置
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
鳥
山
氏
は
黒
水
州
と
黒
水
府
と
は
別
の
も
の
と
見
倣
し
、
そ
れ
を
前
提
と
し
て
州
か
ら
府
へ
の
上
昇
と
い
う
解
釈
を
設
定
す
る
。
し
か
し
、
通
常
某
州
都
督
府
は
「
某
州
」
と
書
か
れ
る
が
、
一
方
「
某
府
」
と
書
か
れ
る
ケ
|
ス
も
多
dv、
「
某
州
」
と
「
某
府
」
を
別
の
も
の
と
す
る
必
要
は
な
い
。
き
す
れ
ば
、
黒
水
『
元
亀
』
巻
州
も
黒
水
府
も
黒
水
州
都
督
府
の
略
称
と
考
え
れ
ば
よ
く
、
鳥
山
氏
の
解
釈
は
そ
の
存
立
基
盤
を
失
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
方
金
統
献
氏
は
、
『
新
唐
書
』
地
理
志
の
黒
水
州
都
督
府
と
黒
水
州
・
黒
水
府
と
を
同
一
と
し
な
が
ら
も
、
地
理
志
の
設
置
年
時
を
無
視
し
、
司
旧
唐
書
』
株
掲
伝
に
従
っ
て
開
元
十
三
年
設
置
と
七
日
目
。
し
か
し
、
金
氏
の
記
事
処
理
に
は
問
題
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
『
旧
唐
書
』
駄
掲
伝
的
記
事
は
先
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
り
、
金
氏
の
見
解
に
は
従
い
難
い
。
結
局
、
諸
史
料
を
素
直
に
解
す
る
限
り
、
関
元
十
年
勃
利
州
設
置
、
十
三
年
梓
泰
の
奏
請
、
十
四
年
黒
水
州
都
督
府
設
置
及
ぴ
そ
れ
に
伴
う
璃
庶
政
策
の
実
施
と
解
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
♂
苧
こ
れ
に
)
よ
り
、
先
の
『
旧
肩
書
』
激
海
株
鴇
伝
の
記
事
は
、
開
元
十
四
年
が
黒
水
州
設
置
に
係
り
、
門
芸
亡
命
ま
で
は
係
ら
な
い
と
読
み
得
る
こ
出
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
し
て
従
来
の
定
説
は
白
紙
に
戻
さ
れ
、
改
め
川
て
大
門
芸
亡
命
の
時
期
が
問
題
と
な
る
円
で
あ
る
。
つ恥
二
年時
大
門
芸
亡
命
の
時
期
を
解
明
す
る
に
当
り
、
最
も
注
目
す
べ
き
史
掛
料
が
、
『
唐
丞
相
曲
江
張
先
生
(
張
九
齢
)
文
集
』
(
以
下
『
曲
江
集
』
州
と
略
す
)
巻
九
所
収
「
勅
湖
海
玉
大
武
義
書
」
四
首
中
の
最
初
の
勅
書
(
以
下
「
第
一
勅
書
」
と
略
す
)
で
あ
る
。
こ
の
勅
書
は
『
文
苑
1
 
2
英
華
』
巻
四
七
一
・
翰
林
制
詔
五
二
審
書
四
に
も
あ
り
、
全
文
を
『
文
苑
英
華
』
と
の
字
句
異
同
を
右
脇
に
(
)
で
示
し
な
が
ら
記
す
と
、
勅
忽
汗
州
刺
史
勤
海
郡
玉
大
武
装
。
卿
於
見
弟
之
問
、
自
相
念
閥
、
《
慌
》
《
霊
》
門
議
窮
而
蹄
我
、
安
得
不
容
。
然
慮
之
西
陸
、
潟
卿
之
故
、
亦
云
不
失
、
頗
謂
得
所
。
何
則
卿
地
臨
海
曲
、
常
習
華
風
、
至
如
兄
友
弟
悌
、
宣
待
訓
習
、
骨
肉
情
深
、
自
所
不
忍
。
門
襲
縦
有
過
悪
、
亦
A
口
容
其
改
修
、
卿
逢
請
取
東
蹄
、
擬
賂
屠
数
。
股
教
天
下
以
孝
友
、
宣
復
忍
聞
此
事
、
A
吋
尚
卿
名
行
、
蛍
是
保
護
ゆ
也
亡
。
卿
不
知
園
息
、
逢
一
理
同
町
時
眺
V
A
織内】
徳
、
卿
所
侍
者
濯
、
非
能
有
他
。
朕
比
年
含
容
、
優
岨
中
《
位
、
所
未
命
将
、
事
亦
有
時
。
卿
能
悔
遁
輸
械
、
騨
禍
鶴
一
一
問
。
言
則
似
順
、
意
向
執
迷
、
請
殺
門
襲
、
然
後
蹄
園
、
是
何
言
也
。
凱
卿
表
妹
、
亦
有
《
宵
吋
》
忠
誠
J
可
熟
思
之
、
不
容
易
雨
。
今
使
内
使
往
宣
諭
股
意
、
一
一
並
2
m
口
》
口
具
迅
。
使
人
李
諸
彦
、
股
亦
親
有
慮
分
、
皆
所
知
之
。
秋
冷
、
卿
及
内
温
野
】
街
{
呂
・
首
領
、
平
安
好
。
井
遣
昼
尋
抱
同
往
、
書
指
不
多
及
。
と
な
る
。
こ
れ
は
亡
命
者
大
門
芸
の
引
渡
し
を
唐
が
断
わ
っ
た
も
の
で
、
そ
の
作
成
年
時
が
門
芸
亡
命
の
年
時
を
考
え
る
大
き
な
手
掛
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
こ
の
勅
書
が
門
芸
亡
命
後
の
彼
を
巡
る
唐
鋤
聞
の
外
交
交
渉
の
中
の
ど
の
時
点
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
の
外
交
交
渉
自
体
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
門
芸
を
巡
る
唐
激
間
交
渉
を
記
す
基
本
史
料
と
し
て
は
、
先
掲
の
『
旧
唐
書
』
激
海
駄
鞠
伝
と
『
新
唐
書
』
巻
二
一
九
湖
海
伝
と
が
あ
る
。
『
新
唐
書
』
激
海
伝
的
当
該
部
分
を
記
す
と
、
門
事
恨
、
働
路
自
時
、
詔
奔
左
境
衛
将
軍
。
武
義
使
使
暴
門
襲
罪
悪
、
22 
請
諒
之
。
有
詔
鹿
之
安
西
、
好
報
白
，
門
察
窮
来
蹄
我
、
誼
不
可
殺
、
巳
投
之
悪
地
。
井
留
使
者
不
遣
、
別
詔
鴻
腫
少
卿
李
道
遼
・
源
復
諭
旨
。
武
察
知
之
、
上
書
斥
一
百
陛
下
不
嘗
以
妄
一
不
天
下
、
意
必
殺
門
事
。
帯
怒
道
遼
・
復
漏
言
園
事
、
皆
左
除
、
而
陽
斥
門
義
以
報
。
(
傍
点
は
筆
者
)
と
な
り
、
『
旧
唐
書
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
ぽ
同
内
容
で
表
現
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
か
所
問
題
と
な
る
食
い
違
い
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
『
旧
唐
書
』
の
「
別
遣
使
報
之
」
が
『
新
唐
書
』
で
は
「
別
詔
鴻
腫
少
卿
李
道
遼
・
源
復
諭
旨
」
に
、
「
遺
門
婆
暫
向
嶺
南
以
報
之
」
が
「
陽
斥
門
義
以
報
」
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
の
問
題
点
で
あ
る
が
、
従
来
、
両
史
料
を
整
合
的
に
解
釈
し
、
鴻
臆
少
卿
で
あ
る
李
道
遼
と
源
復
が
使
者
と
し
て
勘
海
へ
赴
き
、
そ
の
折
に
配
下
よ
り
事
が
漏
れ
、
使
者
で
あ
る
両
名
が
責
任
を
取
ら
さ
れ
て
左
遷
さ
れ
た
と
解
さ
れ
て
い
《
旬
。
し
か
し
『
旧
唐
書
』
激
海
株
鴇
伝
を
素
直
に
解
釈
す
れ
ば
、
溺
海
の
使
者
を
抑
留
す
る
に
当
り
、
一
切
の
実
務
・
監
視
を
行
う
の
が
鴻
服
寺
町
役
目
で
あ
る
以
上
、
鴻
臆
寺
か
ら
事
が
漏
れ
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
方
法
で
湖
海
本
固
ま
で
伝
え
ら
れ
て
武
芸
の
再
上
書
と
な
り
、
そ
れ
故
に
そ
の
責
任
を
二
名
の
少
卿
が
取
ら
さ
れ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
で
矛
盾
は
な
い
。
『
資
治
通
鑑
』
は
こ
の
事
件
を
『
旧
唐
書
』
に
基
づ
い
て
記
し
た
後
、
「
臣
光
日
」
町
中
で
「
乃
昭
和
昨
礼
町
腔
4
U
砕
砂
」
と
記
山
、
意
ふ
れ
~
同
書
の
「
上
以
鴻
腫
少
卿
李
道
遼
・
源
復
不
能
督
察
官
属
、
致
有
漏
池
、
皆
坐
友
遜
」
に
付
さ
れ
た
胡
注
に
は
「
唐
九
寺
皆
有
少
卿
二
人
、
鴻
臆
掌
四
夷
之
容
、
故
以
漏
祉
団
周
罪
」
と
あ
り
、
司
馬
光
・
胡
三
省
《
初
V
に
於
て
は
明
ら
か
に
こ
の
解
釈
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
旧
唐
書
』
の
解
釈
は
『
新
唐
書
』
に
よ
っ
て
改
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
場
合
、
鴻
腿
少
卿
が
誰
に
係
る
か
が
問
題
と
な
る
。
つ
ま
り
、
李
道
遼
・
源
復
を
使
者
と
す
る
な
ら
ば
、
同
官
の
者
二
名
が
使
者
と
な
る
は
ず
は
な
く
、
ま
た
正
副
町
別
が
あ
る
は
ず
な
の
で
、
鴻
服
少
卿
は
李
道
遼
の
み
に
係
り
、
源
復
は
官
位
不
明
で
鴻
艦
少
卿
よ
り
下
町
官
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
、
両
名
と
も
左
遷
さ
れ
た
官
は
曹
州
・
沢
州
の
刺
史
で
あ
り
、
同
格
的
上
州
刺
史
(
従
三
品
)
で
あ
り
、
両
名
は
元
町
官
が
同
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
き
す
れ
ば
両
名
は
共
に
鴻
腫
少
卿
で
あ
っ
て
、
使
者
で
は
な
か
っ
た
と
見
倣
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
『
旧
唐
書
』
の
「
官
腐
」
と
い
う
表
現
は
使
者
の
随
貝
に
は
相
応
し
く
な
く
、
鴻
腫
寺
の
属
官
の
意
以
外
に
は
取
り
に
し
叫
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
や
は
り
従
来
的
整
合
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
こ
の
食
い
違
い
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
意
し
た
い
の
が
、
『
新
唐
書
』
の
唐
湖
紛
争
関
連
記
事
の
史
料
的
性
格
で
あ
る
。
先
に
少
し
触
れ
た
が
、
『
新
唐
書
』
の
こ
の
記
事
は
『
旧
唐
書
』
の
そ
れ
と
、
数
か
所
の
食
い
違
い
を
残
す
も
の
の
ほ
ぽ
同
内
容
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
表
現
は
ほ
と
ん
ど
異
っ
て
お
り
、
字
数
も
『
新
唐
書
』
の
方
が
一
一
一
五
字
程
少
な
い
二
般
に
『
新
唐
書
』
が
『
旧
唐
書
』
に
基
づ
く
場
合
に
は
、
そ
の
文
章
を
ほ
と
ん
ど
改
変
・
簡
略
化
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
『
新
唐
書
』
の
こ
の
記
事
的
ベ
l
ス
が
『
旧
唐
書
』
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
か
か
る
場
合
に
注
意
す
べ
き
は
、
『
新
唐
書
』
の
記
事
が
二
次
的
史
料
で
あ
り
、
そ
こ
に
『
新
唐
書
』
編
者
の
『
旧
唐
書
』
理
解
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
旧
・
新
岡
唐
書
の
食
い
違
い
は
必
ず
し
も
原
史
料
の
違
い
に
よ
る
と
は
限
ら
ず
、
『
新
唐
書
』
編
者
向
不
正
確
な
『
旧
唐
書
官
』
理
解
の
結
果
で
あ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
旧
唐
け
書
』
激
海
駄
褐
伝
に
目
を
転
ず
る
と
、
国
事
漏
洩
の
事
情
に
つ
い
て
;
の
明
言
が
な
く
、
李
道
遼
等
が
何
故
罰
せ
ら
れ
る
か
の
理
解
が
難
し
出
く
、
誤
解
を
生
じ
易
い
こ
と
に
気
付
く
。
き
す
れ
ば
、
『
新
唐
書
』
の
吋
李
道
遼
等
を
使
者
と
す
る
記
事
は
、
『
旧
唐
書
』
以
外
的
史
料
に
よ
る
山
も
の
で
は
な
守
『
旧
唐
置
の
記
事
の
誤
解
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
解
明
釈
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
旧
唐
書
』
の
方
に
は
矛
盾
が
な
甘
く
、
且
つ
詳
細
で
あ
る
点
を
も
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
こ
の
食
い
酔
速
い
は
『
旧
唐
書
』
に
従
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
州
次
に
第
二
の
問
題
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
金
統
倣
氏
は
以
下
の
よ
3
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
唐
激
紛
争
解
決
後
に
出
さ
れ
た
司
曲
江
集
』
【
mv
Z
巻
九
所
収
「
勅
湖
海
玉
大
武
装
書
」
の
「
第
四
勅
書
」
に
、
大
朗
雅
等
、
先
犯
園
章
、
鼠
逐
南
部
、
亦
皆
捨
罪
、
何
放
蹄
審
ロ
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
「
南
部
」
l
嶺
南
に
流
さ
れ
て
い
た
の
は
大
朗
雅
で
あ
っ
て
大
門
芸
で
は
な
い
。
推
測
す
る
に
、
激
海
の
登
州
製
【
仰
ω】
撃
を
怒
っ
て
、
玄
宗
が
激
海
内
使
巨
大
朗
雅
を
嶺
南
へ
流
し
た
の
で
あ
り
、
『
旧
唐
書
』
は
そ
れ
を
誤
っ
て
門
芸
の
こ
と
と
し
て
し
ま
っ
た
。
『
新
唐
書
』
は
そ
の
誤
り
を
知
り
、
「
陽
斥
門
前
韓
」
と
記
し
た
の
で
あ
A
お
V
3
エ
ご
ヲ
シ
』
g
し
か
し
こ
の
解
釈
は
狼
拠
が
不
十
分
で
あ
り
、
大
朗
雅
配
流
以
前
に
門
芸
配
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
。
ま
た
「
陽
斥
」
は
、
『
旧
唐
書
』
の
「
暫
向
」
に
あ
る
、
少
し
の
問
だ
け
流
し
て
真
の
意
味
で
配
流
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
調
し
た
表
現
と
の
解
釈
も
可
能
で
、
強
い
て
食
い
違
い
と
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
故
金
氏
の
解
釈
に
は
賛
同
し
か
ね
、
旧
・
新
両
唐
書
と
も
同
じ
事
実
を
記
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
司
考
証
に
よ
り
、
大
門
芸
を
巡
る
唐
激
間
的
外
交
交
渉
の
事
実
経
過
に
於
け
る
問
題
点
は
解
決
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
「
第
一
勅
書
」
は
一
体
そ
の
経
過
の
ど
の
時
点
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
「
第
一
勅
書
」
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
鳥
山
喜
一
氏
の
最
【お》
初
の
武
芸
へ
の
諭
勅
と
す
る
見
解
と
、
金
統
倣
氏
の
武
芸
の
再
上
表
【
幻
】
後
の
勅
で
あ
っ
て
、
開
元
十
五
年
で
あ
る
と
す
る
見
解
と
の
二
見
解
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
勅
書
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
二
行
自
に
「
慮
之
西
陸
」
と
あ
り
、
安
西
へ
門
芸
を
遣
っ
た
こ
と
を
指
す
と
見
ら
れ
4
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
続
く
文
章
は
そ
の
処
置
の
正
当
性
を
主
張
す
る
の
L
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
末
よ
り
二
行
目
に
は
「
股
亦
親
有
底
分
」
と
あ
り
、
武
芸
に
対
し
て
門
芸
の
処
罰
を
明
言
し
約
束
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
文
章
で
、
門
芸
を
殺
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
し
て
い
る
以
上
、
こ
の
約
束
は
先
に
申
し
送
っ
た
門
芸
嶺
南
配
流
の
実
行
を
約
束
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
よ
り
こ
の
勅
書
は
激
海
に
門
芸
の
安
西
行
き
が
発
覚
し
た
後
、
門
芸
が
嶺
南
へ
行
か
さ
れ
た
時
点
、
つ
ま
り
『
旧
唐
書
』
の
「
遁
門
婆
暫
向
嶺
南
以
報
之
」
に
当
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
結
局
、
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
金
氏
の
見
解
が
正
し
い
こ
と
が
-
証
明
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
具
体
的
な
年
時
ま
で
金
氏
が
開元 8年4月7日
開元12年12月13日
開元13年 4月25臼
開元13年11月16日
開元14年 5月14目
開缶四年 3月13日
開元18年4月8日
開元 9年10月14日
開元10年 2月17日
開元11年 5月28日
間元12年 1月13日
開元20年2月20日
間元20年月 3日
開元20年8月20日
開元2!年間3月8日
開元2!年 5月27日
開元18年7月3日
開元19年3月7日
『曲江集』附録所収措命日付一覧表
イサ日命
表 I
官民
開元2!年12月14日
正
し
い
と
は
い
、
え
な
い
。
。
、勺，
」
れ
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
論
述
し
ょ
手附
掛録「
り所第
と 収 ー
な、勅
'"徐書。浩」
撰の
「具
張体
九的
齢な
基作
碑成
銘年
」時
中の
の推
左定
的に
ーは
条
zd 
義江
吉長
開元22年 5月27日
開元23年 3月5日
転司勲員外郎勅
加朝散大夫詰
転中世F舎人勅
加朝聞大夫勅
封曲江県開国男貴邑三百戸刺J
加守中野合人勅
加中i散大夫勅
転太常少卿制
授興州刺史申l
授供州刺史制
加中大夫h'l
転授桂州刺史華街南按採世制
守秘世少監制
胞紫紺J
転工部侍郎制
釦制詰勅
加正議大夫制
加検校中搭侍郎til
起祖拝相制詞
加銀世I光棋大夫中i!f令制
加企紫光掠大夫制*
封姑興県日自国子立邑四百戸制
充右丞相制
問先23年 3月 9日
開元24年11月27臼
燕
公
苑
落
、
斯
文
勝
喪
、
擢
秘
書
少
監
・
築
賢
院
撃
士
・
副
知
院
事
。
時
廊
朋
謀
、
頗
持
排
抵
、
窮
栖
歳
除
、
深
不
得
意
。
湖
海
王
武
襲
、
遺
我
王
命
、
思
絶
其
詞
、
中
書
奏
章
、
不
憾
上
意
、
命
公
改
作
、
援
筆
立
成
、
上
甚
嘉
需
、
即
奔
尚
書
工
部
内
t
'
ニ
B
制
h
河
川
侍
郎
、
衆
知
制
諮
。
詰
ち
日
除
惜
の
U
ド
燕
公
張
説
が
苑
じ
た
の
は
、
『
旧
唐
番
』
巻
製
紙
町
」
八
・
玄
宗
本
紀
上
に
よ
れ
ば
開
元
十
八
年
江
2
刊
赴
曲
捕
同
「
十
二
月
二
九
日
で
あ
る
。
一
方
、
『
刷
江
集
』
張
年
l
*
明
日
間
出
3
J
*
附
録
に
収
め
ら
れ
た
詰
命
の
日
付
を
見
る
即
断
]
杜
-
「
官
師
削
減
け
と
(
表
I
参
照
)
、
張
九
齢
が
秘
書
少
監
と
代
学
H
紫
唐
苧
謝
金
な
っ
た
の
は
関
一
万
十
九
年
三
月
七
日
、
工
依
大
河
「
「
山
北
を
部
侍
郎
と
な
っ
た
の
は
こ
O
年
三
月
三
日
勉
中
け
J
仲
川
、
』
金
。
か
ら
八
月
三
日
の
聞
で
あ
っ
て
、
こ
の
十
九
ヰ
」
描
紫
た
幻
誤
論
「
め
年
か
ら
二
O
年
の
聞
に
上
意
を
承
け
た
湖
(
鉛
右
*
改
海
へ
の
勅
書
作
成
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
開元25年4月20日
開元27年 7月22日
除却J州直史制*ホ
封拍興県曲制
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
勅
書
は
「
第
一
勅
書
」
と
推
断
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、
両
勅
書
と
も
激
海
王
が
唐
命
を
聞
か
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
『
曲
江
集
』
所
収
の
「
勅
激
海
玉
大
武
義
書
」
四
首
の
う
ち
、
「
第
二
勅
書
」
以
下
は
《
mm》
唐
激
紛
争
後
と
見
ら
れ
、
以
前
は
「
第
一
勅
書
」
し
か
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
表
ー
よ
り
確
認
さ
れ
る
張
九
齢
的
官
歴
と
の
関
係
で
あ
る
。
彼
が
中
書
舎
人
か
ら
勅
書
作
成
に
関
係
し
な
い
太
常
少
卿
に
還
さ
れ
た
の
が
開
元
十
三
年
十
一
月
、
さ
ら
に
翌
十
四
年
五
月
か
ら
は
中
央
に
す
ら
居
な
い
。
大
門
芸
亡
命
は
開
元
十
四
年
以
降
で
あ
る
か
ら
、
九
齢
が
「
第
一
勅
書
」
を
作
成
し
た
の
は
、
秘
書
少
監
と
し
て
中
央
へ
戻
っ
た
十
九
年
三
月
以
降
と
な
り
、
墓
碑
銘
の
川
記
事
と
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。
i
こ
の
推
断
よ
り
、
「
第
一
勅
書
」
作
成
年
時
は
開
一
万
十
九
年
三
月
か
ゆ
ら
二
O
年
七
月
ま
で
の
聞
と
な
る
が
、
こ
こ
で
勅
書
に
目
を
転
じ
る
吋
と
、
「
秋
冷
」
と
い
う
語
句
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
語
句
は
初
秋
よ
り
も
》
A
鈎
〕
~
ト
中
秋
以
降
の
表
現
と
見
ら
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
作
成
年
時
は
十
九
年
特
八
・
九
月
頃
に
ま
で
限
定
で
き
る
も
の
と
考
、
え
ら
れ
る
。
一
山
こ
の
推
定
は
激
海
の
対
唐
遺
使
状
況
に
よ
っ
て
裏
打
ち
き
れ
る
。
拘
『
元
亀
』
に
よ
れ
ば
、
激
海
は
開
元
十
九
年
十
月
内
遺
使
を
最
後
に
同
五
日
一
川
対
唐
遺
使
を
中
断
し
て
い
る
。
き
す
れ
ば
、
「
第
一
勅
書
」
作
成
が
5
二
O
年
に
入
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
ま
た
、
先
の
推
定
を
正
し
い
と
2
し
た
上
で
事
実
経
過
を
追
う
と
、
-
激
海
町
再
上
書
(
対
唐
非
難
・
門
芸
訴
殺
再
要
請
)
。
・
開
元
十
九
年
八
・
九
月
、
「
第
一
勅
書
」
作
成
(
唐
、
再
要
請
拒
否
・
門
芸
嶺
南
配
流
と
い
う
形
で
事
態
収
拾
を
図
る
)
。
・
同
年
十
月
、
激
海
の
対
唐
遺
使
、
以
後
中
断
。
・
開
元
二
O
年
九
月
、
湖
悔
の
登
州
襲
撃
。
こ
こ
か
ら
激
海
の
対
唐
追
使
中
断
は
、
自
国
の
要
求
と
掛
離
れ
た
「
第
一
勅
書
」
を
受
取
っ
た
激
海
が
、
対
唐
姿
勢
を
さ
ら
に
硬
化
さ
せ
た
結
果
と
解
釈
で
き
る
。
先
の
推
定
は
、
当
時
の
唐
激
関
係
と
見
事
に
対
応
し
、
且
つ
無
理
な
く
位
置
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
司。 とな
り
、
き
て
、
前
節
に
於
て
「
第
一
勅
書
」
が
『
旧
唐
書
』
激
海
戦
掲
伝
の
「
遺
門
護
暫
向
嶺
南
以
報
之
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
考
証
し
た
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
一
条
は
開
元
十
九
年
八
・
九
月
頃
の
こ
と
と
見
倣
さ
れ
、
『
旧
唐
童
同
』
激
海
株
鴇
伝
は
関
元
十
四
年
の
ま
ま
五
年
聞
の
事
実
を
記
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
記
事
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
門
芸
を
巡
る
交
渉
の
経
過
は
一
連
の
も
の
と
し
て
一
年
内
外
で
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
門
芸
亡
命
よ
り
交
渉
に
至
る
聞
も
あ
ま
り
時
間
的
経
過
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
一
方
唐
の
黒
水
州
設
置
よ
り
門
芸
亡
命
に
至
る
過
程
は
、
文
章
よ
り
す
れ
ば
一
連
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
が
未
だ
東
北
方
面
に
十
分
な
力
を
有
し
て
い
る
関
元
十
四
年
当
時
に
於
て
、
国
王
町
意
見
と
は
い
え
、
反
唐
論
が
す
ぐ
に
通
る
と
は
考
え
難
く
、
対
唐
政
策
に
つ
い
て
の
議
論
は
6
も
っ
と
長
期
に
渉
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
黒
水
株
掲
の
L
討
伐
も
決
定
後
に
一
定
の
準
備
期
聞
が
あ
っ
た
と
予
測
さ
れ
る
。
故
に
、
開
元
十
九
年
八
・
九
月
の
方
か
ら
時
聞
を
湖
っ
て
考
え
て
い
く
と
、
大
門
芸
亡
命
は
開
元
十
八
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
東
北
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
年
五
月
に
、
契
丹
の
可
突
干
が
そ
の
玉
郡
閏
を
殺
し
、
そ
の
主
李
魯
蘇
を
追
放
し
た
実
の
衆
と
共
《
詑
〕
に
、
唐
の
属
抽
析
を
離
れ
て
突
厭
に
服
属
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
北
ア
ジ
ア
に
於
け
る
突
阪
と
唐
と
の
力
関
係
は
逆
転
す
る
。
こ
の
間
的
情
勢
が
、
契
丹
・
実
同
様
に
親
唐
派
と
反
唐
派
の
対
立
を
内
包
す
る
激
海
に
多
大
の
影
響
を
与
え
な
い
は
ず
は
な
い
。
反
唐
派
に
よ
る
親
唐
派
内
一
掃
と
い
う
点
、
で
事
件
の
性
格
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
大
門
芸
の
亡
命
は
契
丹
・
実
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
連
関
す
る
事
件
と
見
ら
れ
、
先
の
推
定
が
当
時
的
国
際
情
勢
の
中
で
十
分
な
蓋
然
性
を
持
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
が
、
黒
水
株
掲
の
入
唐
記
事
で
あ
る
。
黒
水
株
鞠
は
開
元
十
八
年
五
・
六
月
の
連
続
入
唐
を
最
後
に
対
唐
遺
使
を
中
断
す
ぷ
グ
勃
海
が
黒
水
討
伐
を
決
定
す
れ
ば
、
唐
に
服
属
す
る
黒
水
練
絹
と
し
て
は
当
然
唐
に
援
助
を
求
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
の
が
こ
の
遺
使
で
あ
り
、
こ
か
《倒】
月
連
続
で
あ
る
所
に
そ
の
緊
急
性
が
看
取
さ
れ
る
。
き
す
れ
ば
、
激
海
の
黒
水
討
伐
計
画
は
こ
の
遺
使
町
時
期
も
し
く
は
そ
の
少
し
前
と
見
ら
れ
、
こ
れ
を
引
金
と
す
る
大
門
芸
亡
命
は
そ
の
や
や
後
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
大
門
芸
亡
命
は
関
元
十
八
年
五
・
六
月
頃
か
ら
凡
そ
十
九
年
初
頃
ま
で
の
間
に
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
司令。
以
上
長
々
と
考
証
し
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
大
門
芸
亡
命
年
時
は
、
定
説
で
あ
る
開
元
十
四
年
で
は
な
く
、
十
八
年
後
半
頃
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
た
。
こ
の
結
論
は
、
最
初
に
掲
げ
た
疑
問
を
解
消
し
、
鳥
山
氏
の
よ
う
な
無
理
な
解
釈
を
不
要
に
す
る
と
と
も
に
、
従
来
の
激
海
を
巡
る
国
際
関
係
理
解
を
揺
さ
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
続
い
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
述
す
べ
き
だ
が
、
制
限
枚
数
の
都
合
上
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
こ
で
、
は
じ
め
に
掲
げ
た
も
う
一
つ
の
課
題
で
あ
る
、
激
海
の
内
紛
は
王
位
継
承
問
題
を
内
包
す
る
と
の
指
摘
に
つ
い
て
、
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
四
溺
海
の
内
紛
は
、
一
般
に
王
と
王
弟
と
の
対
外
政
策
上
の
意
見
の
相
違
に
よ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
王
位
継
泳
問
題
を
も
内
包
す
る
と
の
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
二
つ
に
大
別
で
き
、
一
つ
は
三
上
次
男
・
呂
思
勉
両
氏
の
武
芸
・
門
芸
兄
弟
の
争
い
と
す
ハ
お
v
る
見
解
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
酒
寄
雅
志
氏
の
次
期
後
継
者
を
巡
っ
《
mv
て
の
争
い
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
ま
ず
は
各
見
解
内
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。
三
上
氏
は
、
当
時
の
激
海
人
間
に
嫡
子
相
続
内
定
的
が
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
点
を
根
拠
に
、
門
芸
に
は
王
位
要
求
内
権
利
が
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
の
上
に
唐
の
支
持
を
期
待
で
き
た
こ
と
が
内
紛
《
幻
》
の
激
化
を
生
み
、
こ
れ
は
王
位
継
承
の
争
い
に
通
じ
る
と
述
べ
る
。
三
上
氏
の
見
解
は
極
的
て
短
く
、
単
な
る
指
摘
に
留
ま
る
た
め
に
検
討
が
難
し
い
が
、
論
理
に
明
ら
か
に
難
が
あ
る
。
激
海
に
於
て
は
兄
《
認
》
弟
で
王
位
を
継
承
す
る
ケ
l
ス
が
あ
り
、
確
か
に
王
弟
門
芸
に
も
王
位
継
ゑ
権
は
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
継
承
権
が
問
題
と
な
る
の
は
王
位
継
承
者
決
定
時
で
あ
っ
て
、
既
に
国
王
と
し
て
大
武
芸
が
君
臨
し
て
い
る
以
上
、
王
位
要
求
の
権
利
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
王
位
継
承
の
争
い
で
あ
る
と
は
い
、
L
な
い
。
王
位
継
承
)
権
が
問
題
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
情
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
畑
こ
の
指
摘
は
思
い
付
き
の
線
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
他
呂
氏
は
、
『
新
唐
書
』
巻
一
三
六
・
烏
承
耽
伝
に
「
激
海
大
武
審
呉
川
弟
門
襲
戦
闘
中
」
と
あ
る
の
を
根
拠
と
し
、
『
旧
唐
書
』
に
記
さ
れ
た
門
円
芸
の
親
唐
的
姿
勢
は
来
降
後
に
自
ら
に
都
合
よ
い
よ
う
に
語
っ
た
も
輔
の
で
あ
り
、
実
は
兄
と
の
王
位
争
い
に
敗
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
曲
る
。
確
か
に
『
旧
唐
書
』
激
海
器
鞠
伝
の
激
海
内
紛
部
分
向
性
格
に
の
つ
い
て
は
呂
氏
の
説
く
通
り
と
恩
わ
れ
、
注
意
が
払
わ
れ
る
必
要
が
芸州
あ
る
。
ま
た
門
芸
は
、
『
旧
唐
書
』
に
あ
る
よ
う
に
単
に
追
わ
れ
て
亡
命
し
た
の
で
は
な
く
、
鳥
承
琉
伝
に
従
っ
て
実
際
に
は
武
芸
と
戦
か
幻
っ
た
と
考
、
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
王
位
争
奪
戦
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
大
武
芸
即
位
は
開
元
七
年
で
あ
り
、
激
海
の
内
紛
は
関
元
十
四
年
以
降
、
門
芸
一
亡
命
は
十
八
年
頃
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
時
間
的
に
無
理
が
あ
り
、
呂
氏
の
見
解
は
首
肯
し
難
い
。
酒
寄
氏
は
、
開
一
克
十
四
年
当
時
的
王
位
後
継
者
が
武
芸
的
嫡
子
都
利
行
で
あ
っ
た
と
し
た
上
で
、
彼
が
同
年
三
月
に
宿
衛
と
し
て
入
唐
L
M】
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
そ
の
不
在
に
よ
っ
て
門
芸
に
王
位
継
承
権
主
張
の
機
会
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
主
張
す
る
門
芸
と
そ
れ
を
良
と
し
な
い
武
芸
と
の
王
位
継
承
を
巡
る
争
い
に
ま
で
発
展
し
た
と
推
測
す
る
。
武
芸
の
嫡
子
都
利
行
が
王
位
後
継
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
激
海
郡
王
に
冊
封
さ
れ
た
父
桂
婁
郡
玉
大
武
芸
の
後
を
襲
っ
て
、
関
元
八
年
八
月
に
桂
婁
郡
王
に
冊
封
き
れ
て
い
前
ご
と
よ
り
誤
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の
入
唐
不
在
を
契
機
に
門
芸
が
王
位
継
ゑ
権
を
主
張
し
得
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
た
と
え
不
在
で
あ
ろ
う
と
も
、
都
利
行
が
後
継
者
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
変
化
は
生
じ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
酒
寄
見
解
の
問
題
点
が
あ
る
。
酒
寄
氏
は
門
芸
亡
命
を
開
元
十
四
年
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、
先
述
の
如
く
実
際
に
は
十
八
年
頃
で
あ
る
。
こ
の
四
年
の
聞
に
、
次
期
後
継
者
を
巡
る
事
情
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
十
六
年
四
月
に
桂
婁
郡
王
大
都
利
行
が
唐
に
於
て
客
死
し
て
し
ま
う
の
で
ん
以
。
激
海
で
は
、
王
位
継
日
本
を
巡
る
内
紛
が
し
ば
し
ば
生
じ
て
い
ポ
F
そ
の
実
質
的
効
力
に
疑
問
は
あ
る
も
の
の
、
次
期
後
継
者
を
王
の
生
8
前
に
決
定
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
ロ
こ
れ
は
第
三
代
文
玉
大
欽
茂
代
2
R
E
 
以
降
は
東
宮
制
と
い
う
形
を
採
る
が
、
そ
れ
以
前
に
於
て
も
存
在
し
た
。
そ
れ
が
桂
婁
郡
王
冊
封
で
あ
り
、
先
掲
の
武
芸
即
位
・
都
利
行
襲
爵
の
事
例
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
〔
旬
。
き
す
れ
ば
、
都
利
行
の
在
唐
客
死
に
よ
り
、
次
期
後
継
者
決
定
問
題
が
俄
か
に
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
初
め
て
門
芸
が
王
位
継
ゑ
権
を
主
張
す
る
契
機
が
到
来
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
激
海
の
内
紛
が
王
位
継
承
問
題
を
内
包
す
る
と
の
指
摘
が
説
得
力
あ
る
見
解
と
し
て
浮
上
す
る
の
で
あ
る
。
他
に
も
継
承
権
を
有
す
る
者
は
い
る
は
ず
だ
が
、
門
芸
は
唐
に
質
子
と
し
て
唐
た
経
験
が
あ
り
、
唐
に
と
っ
て
も
、
激
海
国
内
の
親
唐
派
に
と
っ
て
も
好
都
合
な
人
物
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
門
芸
の
次
期
後
《
何
V
継
者
候
補
と
し
て
の
有
力
性
が
存
在
す
る
。
一
方
武
芸
の
次
嫡
欽
茂
も
、
血
縁
的
に
見
て
有
力
な
後
継
者
候
補
で
あ
る
。
特
に
開
元
十
四
年
以
降
唐
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
く
国
王
武
芸
等
反
唐
派
に
は
、
門
芸
の
対
抗
馬
と
し
て
最
も
好
都
合
な
人
物
で
あ
っ
た
と
息
わ
れ
る
。
開
元
十
四
年
の
黒
水
州
設
置
を
契
機
に
生
じ
た
溺
海
圏
内
の
親
唐
派
・
反
唐
派
の
対
立
は
、
次
期
後
継
者
決
定
問
題
の
発
生
に
よ
っ
て
、
複
雑
化
し
且
つ
深
刻
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
単
な
る
外
交
政
策
上
の
意
見
対
立
と
い
う
レ
ベ
ル
を
越
え
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
対
立
は
内
戦
に
ま
で
発
展
し
、
そ
の
結
果
、
国
際
情
勢
変
動
の
中
で
親
唐
派
は
敗
北
し
、
門
芸
は
唐
へ
亡
命
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
か
か
る
事
情
で
対
立
が
先
鋭
化
し
た
か
ら
こ
そ
、
ま
た
門
芸
が
元
有
力
後
継
者
候
補
で
湖
海
内
不
満
分
子
の
核
と
な
り
得
る
か
ら
こ
そ
、
門
芸
個
人
の
抹
殺
が
重
要
な
意
味
を
有
し
、
激
し
い
詠
殺
要
求
や
暗
殺
未
遂
事
件
を
導
く
こ
と
と
な
る
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
大
門
芸
亡
命
年
時
は
従
来
の
定
説
で
あ
っ
た
開
元
十
四
年
で
は
な
く
、
十
八
年
後
半
頃
ま
で
下
げ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
唐
激
紛
争
を
巡
る
諸
情
勢
に
つ
い
て
の
従
来
の
理
解
は
か
な
り
大
巾
な
修
正
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
論
で
は
そ
の
一
端
と
し
て
、
激
海
町
内
紛
が
閲
元
十
六
年
の
世
嗣
大
都
利
行
在
唐
客
死
に
よ
る
次
期
後
継
者
争
い
を
内
包
し
て
い
る
点
を
明
確
に
し
、
そ
れ
が
対
立
エ
ス
カ
レ
ー
ト
の
要
因
で
あ
り
、
且
つ
紛
争
時
に
於
け
る
門
芸
個
人
抹
殺
へ
の
強
い
志
向
性
に
繋
が
っ
た
と
考
え
た
。
こ
の
他
、
紛
争
を
巡
る
国
際
関
係
を
始
め
と
し
て
論
述
し
残
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
に
多
い
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
た
だ
、
従
来
こ
の
事
件
の
問
題
関
心
の
中
心
で
あ
っ
た
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
激
海
は
七
二
七
(
閲
元
十
五
)
年
に
対
日
遺
使
を
行
丸
山
r
こ
こ
に
日
勤
交
渉
が
開
始
き
れ
る
。
こ
の
対
日
遺
使
は
、
従
来
、
唐
と
の
対
立
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
関
元
十
四
年
の
黒
水
州
都
督
府
設
置
に
よ
っ
て
唐
激
対
立
の
種
は
播
か
れ
た
も
の
の
、
そ
の
決
定
的
対
立
を
導
く
大
門
芸
亡
命
事
件
は
開
元
十
八
(
七
三
O
)
年
で
あ
っ
て
、
対
唐
対
立
を
軸
と
す
る
対
日
遺
使
理
解
に
は
再
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
従
来
脇
役
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
新
羅
と
の
対
時
関
係
に
こ
そ
、
対
日
遺
使
を
導
く
要
因
が
あ
っ
た
も
の
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
推
測
を
説
得
力
の
あ
る
も
の
と
す
る
に
は
新
羅
を
巡
る
国
際
関
係
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
筆
者
に
謀
せ
ら
れ
た
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
激
海
史
に
は
未
解
明
内
部
分
が
多
々
あ
る
。
そ
れ
は
史
料
が
極
め
て
少
な
く
、
そ
の
史
料
も
外
国
史
料
で
あ
る
と
い
う
史
料
的
制
約
に
よ
る
所
が
大
き
く
、
研
究
自
体
、
些
か
頭
打
ち
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
け
し
か
し
翻
っ
て
従
来
の
研
究
状
況
を
見
て
み
る
と
、
民
族
・
国
家
構
造
・
国
際
関
係
・
地
理
等
の
研
究
は
か
な
り
進
展
し
て
は
い
る
も
の
惜
の
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る
べ
き
諸
史
料
自
体
の
検
討
が
、
意
外
に
吋
も
疎
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
か
ら
出
の
湖
海
史
研
究
は
、
そ
の
よ
う
な
基
礎
的
研
究
に
一
旦
豆
帰
り
、
そ
の
特
上
に
立
っ
て
従
来
の
研
究
の
再
検
討
を
し
て
い
く
の
で
な
け
れ
ば
、
帥
さ
ら
な
る
進
展
は
望
め
な
い
の
で
は
在
か
ろ
う
か
。
本
小
稿
は
、
か
掛
か
る
認
識
に
基
づ
く
、
筆
者
な
り
の
激
海
史
像
模
索
の
た
め
の
一
基
畑
礎
作
業
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
筆
者
な
り
の
激
海
史
像
の
方
向
性
が
、
9
腕
げ
な
が
ら
で
も
看
取
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
大
方
の
叱
正
を
乞
2
う
次
第
で
あ
る
。
註
(
l
)
日
野
開
三
郎
「
突
阪
耽
伽
可
汗
と
唐
玄
宗
と
の
対
立
と
小
高
句
麗
国
」
(
『
史
淵
』
七
九
、
一
九
五
九
)
参
照
.
(
2
)
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
鳥
山
喜
一
氏
の
『
湖
海
史
考
』
(
東
京
奉
公
金
、
一
九
一
五
)
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
現
在
定
説
化
し
て
い
る
。
(
3
)
石
母
国
正
「
国
家
成
立
史
に
お
け
る
国
際
的
契
機
」
(
『
日
本
町
古
代
国
家
』
岩
波
書
底
、
一
九
七
一
、
第
一
章
)
は
、
唐
勘
紛
争
を
東
ア
ジ
ア
町
戦
乱
と
内
乱
の
第
二
円
周
期
の
契
機
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
.
ま
た
友
寄
隆
史
「
養
老
・
神
亀
期
に
お
け
る
新
羅
使
の
来
朝
に
つ
い
て
」
(
『
史
正
』
五
・
六
、
一
九
七
八
)
は
、
当
時
的
日
羅
関
係
を
唐
湖
紛
争
と
関
連
付
け
て
考
察
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
(
4
)
唐
湖
紛
争
の
全
体
が
最
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
金
統
敵
よ
刷
海
園
志
長
編
』
(
華
文
書
局
、
一
九
三
四
、
以
下
『
長
編
』
と
略
す
)
巻
三
・
世
紀
で
あ
り
、
巻
十
九
・
叢
考
に
は
こ
れ
に
つ
い
て
向
考
証
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
石
井
正
敏
「
日
本
通
交
初
期
に
お
け
る
湖
海
の
情
勢
に
つ
い
て
|
|
激
海
武
・
文
両
王
交
替
期
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
法
政
史
学
』
二
五
、
一
九
七
三
)
が
紛
争
の
収
拾
過
程
に
つ
い
て
詳
述
す
る
以
外
、
日
激
交
渉
開
始
と
関
連
し
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
綿
密
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
(
5
)
鳥
山
喜
一
『
湖
海
史
上
町
諸
問
題
』
(
風
間
書
房
、
一
九
六
八
、
以
下
『
諸
問
題
』
と
略
す
)
六
二
頁
.
(
6
)
こ
の
問
、
大
畠
勃
価
(
七
二
五
五
l
七
二
七
・
四
)
、
大
都
利
行
(
七
二
六
・
三
1
七
二
八
・
四
、
在
唐
客
死
)
、
大
胡
雅
(
七
二
九
・
三
1
不
明
}
、
大
琳
(
七
二
九
・
凡
i
不
明
)
円
四
人
が
史
料
よ
り
宿
衛
と
確
認
さ
れ
、
七
三
O
年
一
月
来
唐
町
大
郎
雅
も
宿
衛
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
唱。
(
7
)
三
上
次
男
「
湖
海
圏
内
興
亡
」
(
『
図
説
世
界
文
化
史
大
系
』
九
『
朝
30 
鮮
・
東
北
ア
ジ
ア
へ
角
川
書
庖
、
一
九
五
四
)
、
呂
思
勉
『
惰
唐
五
代
史
』
(
中
華
書
局
、
一
九
五
九
)
第
四
章
第
五
節
。
(
8
)
酒
寄
雅
志
「
湖
海
王
権
町
一
考
察
|
|
東
宮
制
を
中
心
と
し
て
|
|
」
{
『
朝
鮮
歴
史
論
集
』
上
、
龍
漢
書
舎
、
一
九
七
九
)
。
(
9
)
明
刊
間
人
詮
本
・
中
華
書
局
本
は
「
任
雅
」
、
武
英
殿
本
は
「
任
雅
相
」
に
作
る
。
今
、
『
長
編
』
巻
十
九
・
叢
専
に
従
い
、
「
相
」
を
街
字
と
す
る。
(
叩
)
『
諮
問
題
』
二
二
λ
i
九
頁
。
(
日
)
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
事
が
、
『
唐
会
要
』
巻
九
六
株
鞠
伝
、
『
五
代
会
要
』
巻
一
ニ
O
黒
木
株
鴇
伝
、
『
冊
府
元
亀
』
(
以
下
『
元
亀
』
と
略
す
)
巻
一
七
0
・
帝
王
部
・
来
違
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
年
時
を
異
に
す
る
。
『
唐
金
要
』
は
閑
元
十
年
、
『
五
代
金
要
』
は
開
元
十
年
三
月
、
『
元
亀
』
は
開
元
十
二
年
同
記
事
的
次
に
「
是
年
」
と
し
て
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『
唐
告
要
』
は
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
明
写
本
に
よ
れ
ば
勺
開
元
十
三
年
」
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
通
行
し
て
い
る
武
英
殿
緊
珍
版
は
「
三
」
を
脱
落
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
.
ま
た
『
五
代
金
要
』
は
「
十
三
年
」
町
一
ニ
と
年
が
逆
に
な
り
、
三
が
月
を
示
す
と
見
倣
さ
れ
て
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
『
元
亀
』
は
編
集
段
階
で
三
と
二
を
見
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
よ
く
あ
る
脱
誤
の
例
で
あ
り
、
各
史
料
の
異
同
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
と
思
う
。
(
ロ
)
友
寄
註
(
3
)
論
文
、
鈴
木
端
民
「
湖
海
町
首
領
に
関
す
る
予
備
的
考
察
」
(
『
朝
鮮
歴
史
論
集
』
上
、
一
九
七
九
)
。
友
寄
氏
は
コ
耳
亀
』
外
臣
部
朝
貢
・
褒
異
に
閲
元
十
四
年
黒
水
鞍
鴇
来
朝
の
記
事
が
な
い
こ
と
を
一
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
朝
貢
・
褒
異
に
も
脱
落
が
あ
る
こ
と
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
な
い
こ
と
を
根
拠
に
他
史
料
の
記
事
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
(
日
)
鳥
山
氏
は
、
『
新
唐
書
』
湖
海
伝
が
関
元
二
O
年
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
湖
海
内
登
州
襲
継
を
「
後
十
年
」
と
し
て
記
す
占
に
着
目
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
推
定
を
補
強
し
て
い
る
。
し
か
し
「
後
某
年
」
と
い
う
表
現
は
『
新
唐
書
』
四
夷
伝
中
に
頻
見
す
る
も
の
で
|
|
管
見
の
限
り
一
一
一
一
例
|
|
原
史
料
的
表
現
で
は
な
く
、
典
型
的
な
新
唐
書
編
者
向
書
換
表
現
で
あ
る
.
後
述
す
る
よ
う
に
『
新
唐
書
』
の
唐
鋤
紛
争
関
連
記
事
は
『
旧
唐
書
』
の
書
換
え
で
、
別
史
料
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
「
後
十
年
」
は
新
唐
書
編
者
向
見
解
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
町
性
格
に
留
意
し
な
い
鳥
山
氏
の
推
定
は
、
新
唐
書
編
者
の
見
解
を
正
確
に
把
握
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
歴
史
事
実
を
正
確
に
把
握
し
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
(
H
)
「
突
厭
枇
伽
可
汗
と
唐
・
玄
宗
と
の
対
立
と
小
高
句
麗
国
」
(
『
史
淵
』
七
九
、
一
九
五
九
)
.
ま
た
酒
寄
雅
志
氏
は
、
「
八
世
紀
に
お
け
る
日
本
町
外
交
と
束
ア
ジ
ア
内
情
勢
」
(
『
国
史
学
』
一
O
三
、
一
九
七
七
)
で
は
鳥
山
説
に
従
っ
て
い
た
が
、
「
湖
海
国
家
町
史
的
展
開
と
国
際
関
係
」
(
『
朝
鮮
史
研
究
全
論
文
集
』
十
六
、
一
九
七
九
)
で
は
日
野
説
に
従
っ
て
い
る
。
(
日
)
卑
仲
勉
『
唐
史
館
構
』
(
中
華
書
局
、
一
九
六
O
)
巻
四
・
府
の
条
参
照
。
(
日
)
『
長
編
』
巻
十
九
・
叢
考
.
(η)
蒔
泰
の
奏
請
し
た
黒
水
草
設
置
が
い
つ
実
施
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
『
旧
唐
書
』
株
鞠
伝
に
(
開
元
)
十
六
年
、
其
都
督
賜
姓
李
氏
・
名
献
誠
、
授
雲
臨
時
持
軍
兼
黒
水
経
略
使
。
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
玄
宗
円
弱
牒
政
策
的
一
つ
に
、
唐
に
従
う
蕃
夷
に
寧
を
置
き
、
そ
の
酋
長
を
そ
の
長
官
(
経
略
使
軍
使
)
と
す
る
政
策
が
あ
り
(
契
丹
l
静
析
軍
l
経
略
使
、
新
羅
1
寧
海
軍
|
軍
使
、
等
て
こ
の
黒
木
経
略
使
も
黒
水
軍
経
時
使
が
正
式
と
息
わ
れ
る
の
で
、
開
元
十
六
年
に
は
設
置
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
黒
木
軍
設
置
に
つ
い
て
、
鈴
木
靖
民
氏
は
黒
水
線
開
明
人
に
よ
る
軍
隊
編
成
と
解
し
て
い
る
(
佐
(
辺
)
参
照
)
。
し
か
し
蕃
夷
に
軍
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
唐
金
要
』
巻
畑)
一
百
・
天
竺
国
伝
に
(
開
元
)
八
年
五
月
、
南
天
竺
遣
使
(
略
)
、
又
奏
請
以
戟
象
兵
馬
討
大
宜
・
吐
蕃
、
求
有
以
名
其
軍
。
制
書
嘉
濡
、
競
馬
懐
徳
軍
.
と
明
示
さ
れ
る
如
く
、
蕃
夷
(
町
軍
隊
)
に
軍
額
(
号
)
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
。
(
問
)
井
上
秀
雄
他
訳
注
『
東
ア
ジ
ア
民
族
史
』
一
一
(
平
凡
社
、
一
九
七
六
)
に
あ
る
劫
海
伝
の
訳
文
は
、
従
来
の
解
釈
を
最
も
明
確
に
示
し
て
い
る
。
(
刊
)
『
資
治
通
鑑
』
巻
-
二
三
関
元
十
四
年
是
歳
町
長
。
(
却
)
こ
の
解
釈
を
傍
証
す
る
史
料
と
し
て
、
『
唐
金
要
』
巻
六
六
鴻
斑
寺
に
あ
る
開
元
十
九
年
十
二
月
十
三
日
勅
、
鴻
温
古
司
官
吏
以
下
、
各
施
門
籍
出
入
、
其
詩
語
掌
客
出
入
客
館
者
、
於
長
官
下
紋
牒
館
門
、
然
後
奥
監
門
相
乗
出
入
。
と
い
う
勅
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
蕃
客
に
接
触
す
る
者
に
対
す
る
厳
重
な
チ
ェ
ッ
ク
は
、
審
客
に
よ
る
諜
報
活
動
を
制
限
し
、
国
家
機
密
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
大
門
芸
問
題
漏
洩
事
件
は
開
元
十
九
年
の
こ
と
で
あ
り
、
時
期
的
に
見
て
、
こ
の
勅
は
漏
洩
事
件
の
善
後
策
と
し
て
再
発
防
止
の
目
的
で
出
さ
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
.
こ
の
理
解
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
漏
洩
事
件
は
浦
温
寺
に
於
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
解
釈
が
傍
註
さ
れ
る
。
(
幻
)
試
み
に
『
故
唐
律
疏
議
』
を
見
て
み
る
と
、
巻
十
職
制
律
・
「
長
官
使
人
有
犯
」
条
町
「
所
部
属
官
等
不
得
卸
推
者
」
に
対
す
る
疏
裁
に
は
「
所
部
次
官
以
下
及
使
人
所
詣
之
司
官
嵐
」
と
あ
り
、
巻
十
一
目
職
制
律
・
「
去
官
受
嘗
官
鳳
」
条
町
疏
議
に
は
「
奮
官
層
、
謂
前
任
所
僚
佐
」
と
あ
唱。
(
泣
)
『
新
唐
番
』
湖
海
伝
は
、
旧
唐
書
系
的
史
料
以
外
に
張
建
章
町
『
糊
海
国
記
』
を
原
史
料
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
五
六
年
発
見
町
『
張
建
大門芸の亡命年時について(古31 
章
墓
誌
』
に
は
、
又
著
溺
海
記
、
備
壷
島
夷
風
俗
宮
殿
・
官
品
、
古
代
停
之
。
と
し
か
な
〈
、
ま
た
『
糊
海
国
記
』
が
唐
湖
聞
の
友
好
関
係
を
強
調
L
ょ
う
と
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
こ
の
書
に
は
唐
勘
紛
争
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
散
海
国
記
』
町
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
湖
海
建
国
関
係
記
事
的
再
検
討
」
(
未
発
表
)
参
照
。
(
お
)
「
第
四
勅
書
」
作
成
年
時
に
つ
い
て
、
金
氏
は
関
元
二
一
(
七
三
三
)
年
と
す
る
(
『
長
編
』
巻
三
・
世
紀
)
。
考
証
は
省
略
す
る
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
開
元
二
五
(
七
三
七
)
年
四
月
と
推
定
し
て
い
る
.
(
出
)
大
朗
雅
は
『
文
苑
英
華
』
巻
四
七
一
で
は
大
部
雅
に
作
っ
て
お
り
、
開
元
十
八
年
正
月
来
唐
町
大
郎
雅
(
『
元
亀
』
朝
貢
四
、
褒
異
二
)
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
、
金
氏
は
そ
の
後
も
留
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
(
『
長
編
』
巻
九
宗
臣
列
伝
)
.
(
お
)
『
長
編
』
巻
十
九
・
叢
考
。
(
お
)
『
諸
問
題
』
六
ニ
頁
。
(
幻
)
『
長
編
』
巻
三
・
世
紀
、
巻
九
・
宗
臣
列
伝
。
(
お
)
『
新
唐
書
』
巻
一
二
六
・
張
九
齢
伝
に
も
、
合
賜
励
海
詔
、
而
書
命
無
足
局
者
、
乃
召
九
齢
属
之
、
被
詔
慨
成
。
と
あ
り
、
墓
碑
銘
を
原
史
料
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
(
鈎
)
「
第
二
勅
書
」
以
下
町
各
勅
書
に
は
、
必
ず
唐
湖
紛
争
に
関
連
す
る
語
句
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
考
証
は
省
く
が
、
筆
者
は
「
第
二
勅
書
」
を
開
元
二
一
ニ
(
七
三
五
)
年
三
月
、
「
悌
三
勅
書
」
を
二
四
年
八
月
作
成
と
考
え
て
い
る
。
(
叩
)
『
曲
江
集
』
勅
書
(
巻
八
i
十
-
一
)
中
の
「
冷
」
内
用
例
を
見
る
と
、
秋
・
秋
中
か
ら
春
初
ま
で
使
わ
れ
、
「
秋
気
己
冷
」
「
冬
初
巳
冷
」
と
い
う
表
現
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
涼
」
は
秋
に
使
わ
れ
、
「
秋
中
巳
涼
」
と
い
32 
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
推
す
に
、
平
均
的
な
秋
の
気
候
が
J
再」、
晩
秋
か
ら
晶
、
初
の
気
候
が
「
冷
」
で
あ
り
、
初
秋
の
気
候
は
異
常
寒
気
で
も
な
い
限
り
「
冷
」
と
は
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
.
(
出
)
『
元
亀
』
巻
九
七
一
・
朝
貢
四
、
巻
九
七
五
褒
異
二
。
な
お
対
唐
遺
使
は
関
元
二
三
年
三
月
に
再
開
さ
れ
る
。
(
招
)
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
一
一
一
ニ
・
開
元
十
八
年
五
月
の
条
。
(
お
)
『
元
亀
』
巻
九
七
一
・
朝
貢
四
、
巻
九
七
五
・
褒
異
二
。
な
お
対
唐
遣
使
は
開
元
ニ
九
(
七
四
ご
年
二
月
に
再
開
さ
れ
る
.
(
出
)
遺
使
記
事
的
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
に
か
け
て
の
新
羅
・
唐
関
係
|
|
新
羅
外
交
史
の
一
試
論
|
|
」
(
『
朝
鮮
学
報
』
一
O
七
、
一
九
八
三
)
参
照
.
(
お
)
註
(
7
)
参
照
.
(
お
)
註
(
8
)
参
照
。
(
幻
)
三
上
氏
の
指
摘
は
簡
単
な
た
め
、
単
に
王
位
継
承
問
題
円
存
在
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
も
読
め
る
。
し
か
し
、
王
と
王
弟
の
争
い
を
対
外
政
策
の
相
違
・
不
和
と
の
み
提
え
る
の
は
甘
す
ぎ
る
と
し
た
上
で
の
論
述
で
あ
る
以
上
、
文
脈
よ
り
見
て
王
・
王
弟
関
に
王
位
継
承
問
題
か
存
し
た
と
す
る
も
の
と
恩
わ
札
る
。
(
四
四
)
第
七
代
定
王
元
瑞
・
第
八
代
倍
王
一
百
義
・
第
九
代
簡
王
明
忠
は
兄
弟
で
あ
り
、
第
十
一
代
務
震
・
第
十
二
代
鹿
晃
も
兄
弟
で
あ
る
。
(
鈎
)
『
元
亀
』
巻
九
七
五
・
褒
異
二
に
よ
れ
ば
、
三
月
乙
酉
(
七
日
)
に
来
朝
し
、
四
月
乙
丑
(
十
七
日
)
に
宿
衛
に
留
め
ら
れ
て
い
る
.
(
胡
)
『
元
亀
』
巻
一
千
・
讐
怨
に
は
、
其
父
酔
昔
、
東
保
桂
婁
之
地
、
自
立
矯
振
固
玉
、
以
武
塾
帰
桂
婁
郡
王。
と
あ
り
、
『
元
亀
』
巻
九
六
四
・
封
冊
二
、
開
元
凡
年
八
月
条
に
は
、
是
月
、
冊
激
海
郡
王
左
暁
術
大
持
軍
大
武
義
嫡
男
大
都
利
行
矯
桂
婁
郡
王
。
と
あ
る
。
(
剖
)
『
元
亀
』
巻
九
五
七
・
褒
異
二
、
関
元
十
六
年
四
月
発
未
(
}
七
日
)
の
条
。
(
位
)
第
四
代
元
義
的
即
位
・
廃
殺
、
第
十
代
宣
王
仁
秀
の
即
位
事
情
な
ど
は
内
紛
の
存
在
を
想
起
さ
せ
る
。
(
岨
)
註
(
8
)
論
文
参
照
。
(
叫
)
武
芸
も
冊
封
と
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
『
諸
問
題
』
四
九
頁
参
照
。
ま
た
金
統
献
氏
は
こ
の
事
例
か
ら
敷
街
し
て
、
湖
海
王
町
嫡
子
は
桂
婁
郡
王
に
冊
封
さ
れ
る
の
が
例
で
、
史
籍
は
そ
れ
を
欠
落
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
(
『
長
編
』
巻
十
九
・
鍛
考
)
。
し
か
し
都
利
行
以
降
桂
婁
郡
王
冊
封
を
史
書
が
全
く
記
さ
な
い
以
上
、
こ
の
説
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
む
し
ろ
都
利
行
を
以
て
冊
封
は
終
っ
た
と
見
る
方
が
よ
く
、
大
欽
茂
は
門
芸
と
次
期
後
継
者
を
争
い
、
糊
海
が
唐
と
対
立
す
る
時
期
に
当
っ
た
た
め
に
冊
封
書
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
.
そ
し
て
そ
の
事
情
的
中
で
王
権
円
強
化
唐
町
影
響
力
廃
除
の
方
向
性
が
打
出
さ
れ
、
唐
か
ら
の
冊
封
に
よ
ら
ず
に
次
期
後
継
者
を
確
立
す
べ
く
東
宮
制
が
成
立
し
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
(
岨
)
金
統
献
氏
は
欽
茂
を
都
利
行
の
弟
で
次
嫡
と
見
て
い
る
(
『
長
編
』
巻
十
九
・
叢
考
)
が
、
酒
寄
氏
は
や
は
り
弟
と
し
な
が
ら
も
庶
子
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
酒
寄
氏
に
は
嫡
子
l
長
子
と
誤
解
し
て
い
る
節
が
あ
り
、
俄
か
に
は
従
い
難
い
。
こ
こ
は
一
応
金
氏
に
従
う
。
(
岨
)
『
続
日
本
紀
』
巻
十
、
神
亀
四
年
九
月
庚
寅
(
一
一
一
日
)
の
条
。
(
訂
)
湖
海
内
対
日
遺
使
が
唐
の
他
に
新
羅
を
も
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
は
、
末
松
保
和
「
日
韓
関
係
」
(
『
岩
披
講
座
日
本
歴
史
』
第
四
回
配
本
、
戦
前
版
。
の
ち
『
日
本
上
代
史
管
見
』
、
私
家
版
、
一
九
六
三
、
所
収
)
に
始
ま
る
。
こ
の
対
新
羅
意
識
を
唐
・
新
羅
聞
の
緊
密
な
冊
封
関
係
へ
の
考
慮
と
す
る
見
解
は
、
西
嶋
定
生
「
六
|
八
世
紀
町
東
ア
ジ
ア
」
{
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
二
、
一
九
六
二
年
版
。
の
ち
『
中
国
古
代
国
家
と
束
ア
ジ
ア
世
界
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
、
所
収
)
に
始
ま
る
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
一
九
八
三
年
度
東
北
史
学
会
大
会
に
於
て
「
唐
勘
紛
争
に
至
る
湖
海
町
情
勢
に
つ
い
て
|
|
夫
門
芸
亡
命
的
年
次
推
定
を
中
心
と
し
て
|
|
」
と
題
し
て
発
表
し
た
原
稿
を
も
と
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
畑)大門芸の亡命年時について(古33 
